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■大学での研究

私の専門は、交通計画、交通工学ですが、興味の対象は人

間行動です。人間の行動には、多くの場合、目的や動機があ

り、目的地に応じて、多様な移動手段を用いています。人間

は必ずしも合理的に選択および行動しないことに着目し、社

会現象や経済行動を人間行動を観察し、心理学も援用し、実

証的に捉えることを目的に日々、研究活動に取り組んでいま

す。 

私は名古屋大学未来社会創造機構モビリティ社会研究所に

所属しています。良い研究をして良い論文を書くにとどまら

ず、その成果を産官民と一緒に社会実装につなげて人・社会

を変えることを、実践することが求めれています。以下、

ピックアップして紹介します。 

■中山間地における移動課題への挑戦

「山里×モビリティ×コミュニティ」を掛け合わせた造語

が「里モビニティ」です。全国に広く分布する多くの中山間

地域は、都心部と比較して交通サービスのレベルが十分では

なく、未だ自家用車での移動が不可欠です。高齢者事故の観

点から免許返納の推奨・議論が進んでいますが、中山間地域

では免許返納は移動を制約し、最悪の場合には移動難民とな

るリスクを生じさせます。また、自治体は広域な地域を抱え

ており、財政上、公助や共助で住民の移動を支えるには限界

があります。そこで、「里モビ（中山間地域向きに仕様変更し

た超小型電気自動車）」を活用する取組みを提案しています。

高齢者自らが安心・安全に自由意思で自在に移動できる期間

を里モビによって少しでも長くすることで、生涯の QOL が高

まることを期待できます。 

「里モビ」の利用により、高齢者の外出機会の増加や所有 

している自家用車と里モビの明確な使い分けがデータ解析か

らも明らかになり、他にも自宅で充電可能な「里モビ」利用

によりコミュニケーションが増加することが実証されていま

す。 

EV やバッテリーの車両性能評価、高齢者の移動課題に取り

組みたい研究者の皆さんと連携して取り組みたいと考えてい

ます。 

■人流・流動のセンシングと推計手法開発

新型コロナウイルス感染症により人間の価値観、行動は大

きく変わり、アフターコロナの時代における都市も大きな方

向転換を求められています。都市における流動把握を目的に

Wi-Fi/Bluetooh センサを交通結節点（鉄道駅、空港など）、観

光地などに設置し、リアルタイム観測を実施しています。

データ収集と OD や滞在時間などのリアルタイム解析システム

については商用的にも既に確立されています。現在研究とし

ては、取得されたデータからトリップチェーンの推計方法、

流動データに断面観測データなど異なるデータと組み合わせ

た全体流動推計手法の開発を進めています。 

また産官学の 10 機関から構成される「関西広域流動解析コ

ンソーシアム（https://www.jriss.jp/kpfa-home）」が 2022 年 2

月 4 日に設立され、私も参画しています。

主要駅（JR 大阪駅・京都駅・奈良駅、近鉄難波駅など）、関

西三空港（関西国際、大阪国際、神戸）などにセンサーを設

置し、アフターコロナ期の交通流動変化の把握、大規模イベ

ント時等の交通計画の策定支援、交通サービスの改善支援等

に活用することを目指しています。
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